
 

発 言 通 告 書 
 

令和 6年 2月 26日 

松 山 市 議 会 議 長  渡 部 克 彦  殿 

松 山 市 議 会 議 員  河 本 英 樹 

次のとおり通告します。 
 

発言順位 ６ 受領日時 2月 26日 午前 10時 40分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 55 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨 

1 災害時の対応や支援について （１）避難所に飲料水や、床敷き用断熱マット・段ボールベッドを備蓄 

   する考えについて問う。 

  （２）避難所施設内に防災倉庫を設けたり、避難所が学校施設である 

   場合は使用していない教室を備蓄室として使用する考えについて 

   問う。 

  （３）避難された方々に支援物資を一日でも早く届けるためにどのよう 

   な想定をし、どのような手段で配布するのか。 

   また、物資搬送に関する機関との連携を強固にするための取組を 

   問う。 

  （４）避難所での対応について 

   ①避難所に避難してきた避難者のうち、高齢者や子ども等に対しど 

    のように対応するのか。 

   ②避難所で介護が必要になる高齢者に対し、介護施設との連携な 

    どで災害時のサービスにつなげるための取組や検討内容を問う。 

  （５）独居老人や、家族が高齢のため個別避難計画の作成が難しい方 

   への支援をどのように行っていくのか。 

   また、災害発生時に自力で避難する事が困難な方について、避難 

   場所や避難経路、病名や欠かす事のできない投薬名などが記載さ 

   れた個別避難計画をどのように活用するのか。 

   

2 手話、手話通訳について （１）市役所における、ろうあ者に対する手話通訳者等の対応はどのよ 

   うになっているのか。 

  （２）ろうあ者への緊急時等の対応はどのようになっているのか。 

  （３）市役所職員に対する手話の普及啓発はどのようになっているの 

   か。 

   また、市民への普及啓発についても併せて問う。 

  （４）本市は市長の定例記者会見をはじめ、様々な広報活動やイベン 



松 山 市 議 会 議 員  河 本 英 樹 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨 

   トを実施しているが、それらに手話通訳者を配置し、ろうあ者により分 

   かりやすい広報をする考えはないか。 

  （５）本市がノーマライゼーションを目指すなかで、県内の他市町に先 

   駆けて、早急に手話言語条例を制定する考えはないか。 

   

3 介護分野における支援や対策につい （１）感染症が発生した場合に、介護サービスを継続して提供するため 

 て  に必要な経費に対して支援を行う考えはないか。 

   また、追加で抗原検査キットの配布を行う考えはないか。 

  （２）本市独自で幅広い分野での定期的な研修会等を開催したり、動画 

   研修など、いつでも受講できるような取組をする考えはないか。 

  （３）本市として介護事業に対しどのように向き合っていくのか。 

   また、生産性を上げるためにどのような取組をしていくのか。 

  （４）行政機関として事業者に対し法改正の内容をどのように周知して 

   いくのか。 

   また、事業者に法改正の内容を理解してもらうために行政主催の講 

   習会をどのように行うのか。 

   

4 児童クラブについて （１）令和 3年から、公設児童クラブの数及び受入人数はどの程度増え 

   たのか。 

  （２）公設児童クラブの人材確保のための取組について 

  （３）民間児童クラブへの補助金について 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


